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節
目
に
は
届
出
が
必
要
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手
続
き
が
遅
れ
る
と
万
が
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
や
、
亡
く
な
っ
た
場
合
に
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
取
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
被
保
険
者
の
種
別

▽
第
一
号
被
保
険
者　

自
営
業
者

や
学
生
な
ど

▽
第
二
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金

や
共
済
組
合
の
加
入
者

▽
第
三
号
被
保
険
者　

第
二
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
（
収
入
が
一
定
額
を
超

え
な
い
人
）

明
石
社
会
保
険
事
務
所
の

出
張
年
金
相
談

▽
日
時　

８
月
４
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館
２
０
２
号
室

▽
申
込
み　

　

市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　

地
域
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
凶

悪
事
件
か
ら
守
る
取
り
組
み
と
し

て
、
市
役
所
公
用
車
に
青
色
回
転

灯
を
装
着
し
た「
青
色
パ
ト
カ
ー
」

が
八
月
一
日
か
ら
市
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
防
犯
対
策

と
し
て
、
住
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
お
じ

さ
ん
・
お
ば
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
運

動
、
子
ど
も
を
守
る
一
一
〇
番
の

家
、
カ
ギ
か
け
運
動
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
に
加
え
、
公
用

車
を
利
用
し
た
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
住
民
の
不
安
を
取
り
除

き
、
事
件
防
止
と
発
生
抑
止
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

青
色
パ
ト
カ
ー
に
は
、
パ
ト

ロ
ー
ル
時
の
注
意
事
項
な
ど
の
講

習
を
受
け
た
職
員
二
人
が
乗
車
し

ま
す
。
市
役
所
五
庁
舎
か
ら
各
一

台
が
、
児
童
、
生
徒
の
下
校
時
間

に
合
わ
せ
二
時
間
程
市
内
を
巡

回
、
保
護
活
動
の
ほ
か
、
啓
発
活

動
や
道
路
の
安
全
点
検
活
動
な
ど

を
行
い
ま
す
。 

▲８月から市内を巡回する青色パトカー

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

青
色
パ
ト
カ
ー
が
市
内
を
巡
回

　

南
あ
わ
じ
市
の
最
も
基
本
的
な

将
来
計
画
で
あ
る
「
総
合
計
画
」

策
定
に
取
り
組
む
総
合
計
画
審
議

会
（
由
井
淳
裕
会
長
）
か
ら
六
月

二
十
九
日
、
政
策
体
系
案
が
中
田

勝
久
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
二
十
人
の
委
員
が
三
部
会
に

分
か
れ
て
テ
ー
マ
別
に
意
見
交
換

を
し
た
り
、
講
師
を
招
い
て
研
修

を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
六
回
に

わ
た
り
協
議
を
重
ね
十
年
後
の
市

の
将
来
像
に
つ
い
て
、
計
画
の
骨

子
と
な
る
政
策
体
系
案
を
ま
と
め

ま
し
た
。
今
後
は
、
将
来
の
め
ざ

す
べ
き
ま
ち
の
姿
の
実
現
に
向

け
、
行
政
の
使
命
と
市
民
の
役
割

な
ど
を
明
確
に
し
つ
つ
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
答
申
は
、
本
年
秋
の
予
定
。

▲中田市長（左）に中間報告書を手渡す
　由井会長と副会長

　

市
民
が
主
役
で
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
役
を
担
う
、
一
〇
〇
人
委
員

会
（
河
野
博
委
員
長
）
の
中
間

報
告
会
が
六
月
二
十
四
日
、
三
原

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
会
は
昨
年
十
二
月
に
発
足

し
、
公
募
に
よ
る
委
員
八
十
四
人

が
四
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
報
告
会

で
は
、
各
分
科
会
の
座
長
が
協
議

内
容
や
課
題
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
少
子
高
齢
化
」
で
は
、
若
者

の
雇
用
確
保
や
結
婚
に
対
す
る
意

識
改
革
、
育
児
支
援
を
訴
え
、「
安

全
と
う
る
お
い
」
で
は
、
自
主
防

災
活
動
で
の
役
割
や
減
災
対
策
を

提
案
、「
定
住
促
進
」
で
は
、
地

域
の
特
性
を
活
か
す
職
場
確
保
や

都
会
の
人
を
移
住
さ
せ
る
提
案
が

あ
り
、「
教
育
・
文
化
」
で
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
の
充
実
な
ど

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
今
後
も
分
科
会

で
意
見
を
集
約
し
、
来
年
一
月
、

中
田
市
長
に
提
言
す
る
予
定
。

▲100人委員会の中間報告会

一
〇
〇
人
委
員
会
の
中
間
報
告
会
を
開
催

四
つ
の
分
科
会
が
発
表

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

総
合
計
画
審
議
会
か
ら
の
中
間
報
告

　

兵
庫
県
と
国
際
姉
妹
提
携
を
結

ぶ
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
ア
ラ

ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
首
相
ら
七
人

が
七
月
一
日
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ

ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

同
州
が
兵
庫
県
と
の
友
好
を
記

念
し
、
親
善
大
使
と
し
て
贈
っ
た

コ
ア
ラ
の
様
子
や
園
内
の
施
設

を
、
中
田
勝
久
市
長
や
武
田
和
士

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
所
長
ら
の
案

内
も
と
、
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
同
州
か
ら
八
匹
の

コ
ア
ラ
を
譲
り
受
け
、
現
在
四
匹

が
同
園
で
飼
育
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ア
ラ
館
を
見
学
し
た
カ
ー
ペ

ン
タ
ー
首
相
は
「
コ
ア
ラ
が
健
康

で
元
気
そ
う
に
し
て
い
る
の
で
う

れ
し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
か
ら
は
「
コ
ア
ラ
は

一
番
の
人
気
者
と
し
て
、
た
く
さ

ん
の
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲中田市長らの案内でコアラ館を見学する西豪州首相（左）

寄
贈
し
た
コ
ア
ラ
を
見
学

西
豪
州
首
相
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
へ

　

年
金
は
三
つ
の
種
別
に
分
け
ら
れ
、
ご
本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・

転
職
、
結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
は
種
別
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こんなときには届出が必要です 被保険者の種別 手続き先

学生やフリーターなど、厚生年金や共済組合に加入していな
い人が20歳になった 未加入→第１号 市の窓口

第２号被保険者に扶養されている配偶者が20歳になった 未加入→第３号 配偶者の勤務先
配偶者が就職し、第２号被保険者に扶養されるようになった 第１号→第３号 配偶者の勤務先
60歳になる前に、会社などを退職した 第２号→第１号 市の窓口
会社などを退職し、第２号被保険者である配偶者に扶養され
るようになった 第２号→第３号 配偶者の勤務先

配偶者が退職し、第２号被保険者に扶養されなくなった
第３号→第１号 市の窓口パート収入が 130万円を超えたときなど、配偶者の扶養か

ら外れるようになった

　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド

イ
ツ
大
会
の
日
本
チ
ー
ム
の
結
果

は
残
念
で
す
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
戦

か
ら
加
地
亮
選
手
が
出
場
し
、
胸

の
高
鳴
り
を
抑
え
切
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

加
地
選
手
の
活
躍
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
の
方
々
の
熱
心
な
応

援
や
歓
声
に
感
動
し
、
皆
様
の
パ

ワ
ー
を
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今

後
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
歴
史
に

刻
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

加
地
選
手
は
幼
少
の
頃
か
ら
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
行
う
習
慣
を

身
に
付
け
、
繰
り
返
し
粘
り
強
く

練
習
に
励
ん
で
き
た
努
力
の
人
で

す
。
加
え
て
、
控
え
め
で
コ
ツ
コ

ツ
と
積
み
重
ね
、
Ｊ
１
で
出
場
機

会
が
減
っ
た
時
期
で
も
へ
こ
た
れ

る
こ
と
な
く
諦
め
ず
、
我
慢
強
く

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

毎
日
体
の
ケ
ア
に
気
を
配
り
、
常

に
ベ
ス
ト
の
体
調
を
維
持
す
る
よ

う
努
力
を
重
ね
、
豊
富
な
運
動
量

を
保
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　

彼
の
行
動
に
は
学
ぶ
こ
と
が
数

多
く
、「
日
々
の
努
力
を
積
み
重
ね

る
」「
目
的
に
向
か
っ
て
決
し
て
諦

め
な
い
」「
プ
ロ
と
し
て
の
意
識
を

持
ち
続
け
る
」
な
ど
、
存
在
そ
の

も
の
が
私
達
に
勇
気
と
希
望
を
も

た
ら
し
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る

機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
と
共
に
す
ば
ら
し
い「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
、

数
多
く
の
報
道
機
関
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
、
地
元
サ
ッ
カ
ー
協

会
や
後
援
会
を
は
じ
め
淡
路
人
形

座
な
ど
の
し
か
け
づ
く
り
に
よ

り
、
近
畿
、
全
国
に
南
あ
わ
じ
市

を
知
ら
し
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
広
報
Ｐ
Ｒ
は
、
地
域
の
工
夫

や
取
組
み
の
内
容
に
よ
り
大
き
く

取
り
上
げ
て
も
ら
え
ま
す
。
Ｔ
Ｖ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
打
つ
と
莫
大
な

費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
知
恵
を

出
す
し
か
け
づ
く
り
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
や
各
種
団
体
組
織

に
お
い
て
も
、
す
ば
ら
し
い
活
動

や
取
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
が
工
夫
や
し
か

け
づ
く
り
に
ご
努
力
さ
れ
る
よ
う

期
待
と
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。


